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本ガイドラインは、i-PROブランドおよび製品に関する映像コンテンツの運用ルールです。

一貫性のあるコンテンツ発信により、i-PROのブランド力を強化することを目的としています。

なお、本ガイドラインはコーポレート動画や製品のプロモーション動画などの広告・販促動画、

パートナー向けトレーニング、チュートリアルなどのテクニカル動画を含む対外公開する

すべての動画を対象としています。
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見出しでの使用例

映像素材での使用例

Gray4+ネクサスグリッド Gray4単色プレーン

■ i-PRO Industry's Strongest Corner Camera
https://www.youtube.com/watch?v=j3Lw_JvQHwE&t=11s

■ What's New about i-PRO Active Guard - 2024 Spring
https://www.youtube.com/watch?v=bpUBAJDRTiI&t=128s

■ What's New about i-PRO Active Guard - 2024 Spring
https://www.youtube.com/watch?v=bpUBAJDRTiI&t=128s

写真素材での使用例

1 - 1.背景

1.デザイン

見出しや映像・写真素材の背景にはネクサス

グリッドまたは単色のプレーンな背景を使用

してください。

※ネクサスグリッドの使用ガイドラインはi-PRO Brand Guidelines

P33を参照

レイヤーや写真・映像素材などを配置する際に

余白がある場合、その後ろに背景として配置

するのが最適です。
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10H

1H

1H

1H

タイトルの配置とクリアスペース

1 - 2.タイトル

1.デザイン

動画の冒頭の製品名が出てくる箇所のi-PRO

ロゴは縦軸に対して1/10の以下のサイズで

画面の右上に配置します。

例えば、フルHDであれば縦軸が1080ですので

その1/10の108pxで配置します。

また、ロゴの配置はi-PROロゴ周りの上下左右

1H以上の余白を空けて配置してください。
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線の幅

例

線の幅
5～10px

1 - 3.アジェンダ

1.デザイン

アジェンダや製品の特徴紹介は枠の中へ入れ

ます。

また、製品を左右どちらかに配置して、その逆に

アジェンダを配置します。

モーションしている最中は製品などのオブジェ

クトと文字が少し重なっても良いですが、最終

的に落ち着く時には重ねないでください。

線の幅

囲む枠の線の幅はシェイプレイヤーで最小5か

ら最大10pxの太さになるようにしてください。
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#26FFAB

#E36436 #FFBA26

プライマリーカラー：i-PROブランド基本色 プライマリーカラー：i-PROブランドの基本補助色

セカンダリーカラー：プライマリーカラーに対する挿し色

i-PRO Blue
Pantone 2726 C
C80 M65 Y0 K0
R100 G100 B230
#6464E6

Light green
Pantone 3258 C
C60 M0 Y45 K0
R16  G169  B154
#10A99A

Dark green
Pantone 4166C
C75 M20 Y45 K45
R10  G128  B124
#0A807C

Light red
Pantone 4057C
C2  M75 Y60  K0
R211  G97  B99
#D36163

Dark red
Pantone 2342C
C10 M85 Y50 K15
R181  G79  B83
#B54F53

Black
Pantone Black 6
C60 M40 Y40 K100
R0 G0 B0
#000000

Gray 1
Pantone 532 C
C60 M40 Y10 K95
R28 G31 B42
#1C1F2A

Gray 2
Pantone Cool Gray 8 C
C2 M0 Y0 K60
R128 G128 B128
#808080

Gray 3
Pantone Cool Gray 2 C
C0 M0 Y4 K20
R189  G192  B191
#BDC0BF

Gray 4
5% Black
C0 M0 Y0 K5
R226 G227 B227
#E2E3E3

プライマリーカラー／セカンダリーカラー

サブカラー 使用例

1 - 4.カラーパターン

ブランドガイドラインで規定されているカラー

パレットを優先的に使用してください。

プライマリーカラー・セカンダリーカラーに加えて、

さらにワンポイント目立たせたい場合に

サブカラーを使用してください。

優先順位

➀i-PROブランド基本色

➁i-PROブランドの基本補助色

➂セカンダリーカラー

➃サブカラー

1.デザイン
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例

1 - 5.CG

質感

製品の質感はフォトリアルでマットな質感が

好ましいです。

光線などの抽象的な演出が必要な際はその

都度ご相談ください。

モーション

動きはリッチで上品なイメージで緩やかな

動きを基本としてください。
■ New i-PRO smaller, faster & high -resolution Rapid PTZ cameras
https://www.youtube.com/watch?v=SSS3otBDYdA&t=2s

1.デザイン
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1H

1H

1H

64H

ウォーターマークのクリアペース

1 - 6.ウォーターマーク

ウォーターマークの位置とサイズ

ウォーターマークは縦軸に対して約1/36の

サイズでアクションセーフの外の画面の右上に

上端・右端から1H以上離して配置します。

例えば、フルHDであれば縦軸が1080ですので

その1/8の30pxで配置します。

ウォーターマークの色・透明度

ウォーターマークの視認性の重要度は低く

さりげなく配置し注視すれば視認出来るくらい

が理想です。

色は白が好ましいですが、動画が白ベースで

視認性が低い場合は黒で透明度は40から50%

にしてください。

表示するタイミング

画面内にi-PROロゴが含まれないシーンは連続

表示してください。

アクションセーフ

1.デザイン
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線の幅

1 - 7.検知枠・追尾枠

カメラで対象が検知された際に自動追尾機能

が搭載されている場合に、四角い枠が追尾し

ます。

線の幅

囲む枠の線の幅はシェイプレイヤーで最小5から

最大10pxの太さになるようにしてください。

検知枠・追尾枠の例

線の幅
5~10px

1.デザイン

09



禁止

1 - 8.NG例

独自のキャラクターを作らず、日本の表現を

誤ったり、C l a s s yやP re m i u m感に反する

デザインや演出を避けること。

独自のキャラクターを作ってはいけません。 ClassyやPremium感に反するデザイン

間違った日本のイメージ

1.デザイン
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1 - 9.ピクトグラム・イラスト

アイコンやピクトグラムなどのイラスト素材を

使う際は、シンプルなフラットデザインの線画

を基調としてください。

コミカルな表現になるため、ベタ塗りはなるべ

く避けてください。

同一画面内（可能な限り同一映像内）で使用

するイラスト素材はテイストを統一してください。

1.デザイン

禁止

下の画像のような漫画風のコミカルなデザインは避けてください。

アイコンイラストの例 推奨しないベタ塗りデザインの例

下の画像のようにカメラや機械製品はシンプルな線画のフラットデザインを使用します。 以下のようなベタ塗りのデザインはなるべく避けてください。
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A A A A A

英語のフォント

2 - 1.フォント

2.文字

動画内で使用する文字のフォントは

英語 ： Noto Sans

日本語 ： Noto Sans／源ノ角ゴシック

を使用してください。

文字色

白文字を優先的に使用してください。

背景との明度差に注意し、視認性が低い場合

は黒文字に差し替えてください。

文字の透過

文字を透過させる場合はi-PRO blueを使用する

場合のみ良しとする。

日本語のフォント

Noto Sans 

Light

Medium

Semibold

Bold

Regular
ABCDEFGHIJKLMNabcdefghijklmn0123456789 ,.:+-*=!?” #$%&’ /

ABCDEFGHIJKLMNabcdefghijklmn0123456789 ,.:+-*=!?” #$%&’ /
ABCDEFGHIJKLMNabcdefghijklmn0123456789 ,.:+-*=!?” #$%&’ /
ABCDEFGHIJKLMNabcdefghijklmn0123456789 ,.:+-*=!?” #$%&’ /

ABCDEFGHIJKLMNabcdefghijklmn0123456789 ,.:+-*=!?” #$%&’ /

Noto Sans/
源ノ角ゴシック

Light

Regular

Medium

Bold

安以字衣於あいうえおアイウエオ ABCDEFGabcdefgOl23456789!?"

安以字衣於あいうえおアイウエオABCDEFGabcdefgOl23456789!?"
安以字衣於あいうえおアイウエオABCDEFGabcdefgOl23456789!?"
安以字衣於あいうえおアイウエオ ABCDEFGabcdefgOl23456789!?"

文字の模範的な使用例

特殊な例

禁止

文字の視認性が低い場合は違う色を使用してください。

文字を透過させる場合はi-PRO blueを
使用する場合のみOKとする。

※背景色と明度の差は i-PRO Brand Guidelines P10 を参照
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1H

0.5H~

0.5H

0.5H~

0.5H~

0.5H~0.66H

クリアスペース

2 - 2.見出しテロップ

2.文字

文字の視認性を確保するために、文字周囲の

余白を右図のように設けてください。

見出しは長くなりすぎないよう、画面の中央線

までに収まるようにしてください。

ネクサススクエア

文字の座布団の右下に正方形を配置してくだ

さい。

主題など大きなテーマにはネクサススクエア

付きのテロップ、各シーンの小見出しには

ネクサススクエアなしのテロップを使用して

ください。

英語表記時の注意

短いキーワードを表示する場合や固有名詞を

除き、テロップ内の文字は最初の単語の1文字目

のみ大文字表記としてください。

NG例

画面の中央線までに
収まるようにしてください。

スクエア付き スクエアなしの長方形

主題など大きなテーマに使用推奨 各カットの小見出しに使用推奨
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1H

0.5H~

0.4H~

0.5H~

0.2H

黒（#000000）
不透明度70％

i-PRO blue（#6464E6）
不透明度100％

座布団の色設定

2 - 3.字幕

2.文字

文字の視認性を確保するために、文字周囲の

余白を右図のように設けてください。

座布団

画面下部の文字に敷く座布団は

・黒色（#000000）不透明度70％

・i-PRO blue（#6464E6）不透明度100％

にしてください。

また、アクションセーフ内に必ず文字を配置して

ください。

表示時間

下記を目安として、各シーンの表示時間を調整

してください。

英語 ： 1秒あたり8～12文字

　　　（単語間のスペースを含む）

日本語 ： 1秒あたり4～5文字

使用例
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注釈の位置

2 - 4.注釈

2.文字

注釈は最低限の視認性を確保してください。

注釈の位置

アクションセーフの外に配置してください。

フォントのサイズ

最低限の視認性を確保するためにフォントの

サイズを15～25pxで使用することを推奨します。

アクションセーフ
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テキストアニメーション

2 - 5.テキストアニメーション

2.文字

テキストアニメーションはジェントリーで上品な

イメージが好ましいです。

あまり派手にスピード感を出さず、ゆっくりと

優しくフェードインするイメージのものを使用

ください。

After Effect プリセット例

スローフェードオン

使用例

1

2

3
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例

3 - 1.オープニングロゴ

3.動画のルール

映像冒頭でi-PROのロゴを配置する場合は、

画面の中央に配置してください。

その際、背景色や明度差、クリアスペースに

注意してください。

※詳細はi-PRO Brand Guidelines P9～11を参照

ロゴの大きさ

縦軸で100px～150pxくらいで配置してください。

ロゴの大きさ（h）は
縦軸で100px～150pxくらいにしてください。
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「i-PRO_logo.mp4」

3 - 2.エンディングロゴ

3.動画のルール

本編の動画の最後に画面を暗転させ、その後ろに

「i-PRO_logo.mp4」というロゴアニメーション

を必ず挿入してください。

1

2

3
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推奨のトランジション

3 - 3. トランジション

3.動画のルール

トランジションは華美な演出は避け、

上品で自然なものを推奨します。

例）

・クロスディゾルブ

・ホワイトアウト

・暗転

・クロスディゾルブ

・ホワイトアウト

・暗転

↓以下の動画の1：38

■ i-PRO Industry's Strongest Corner Camera
https://youtu.be/j3Lw_JvQHwE?si=QbXlPu0oQg5RxXqU&t=98

↓以下の動画の1：27付近

↓以下の動画の0：15付近
■ i-PRO Product Reliability | QUALITY WITHOUT COMPROMISE
https://youtu.be/c40UnTAQc6o?si=_S6QpSTLDwT4Nsp2&t=15

■ i-PRO Industry's Strongest Corner Camera
https://youtu.be/j3Lw_JvQHwE?si=hJuUstyJhM0NkePW&t=87

19



アクションセーフ

3 - 4. アクションセーフ

3.動画のルール

動画の内のテロップや字幕、ロゴなど動画内で

伝えたい要素を画面全体の95％～97.5％以内

（アクションセーフ）に収めてください。

アクションセーフ内に収まっている

アクションセーフ内に収まっている
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書き出し設定

3 - 5. 書き出し設定

3.動画のルール

動画の書き出し推奨設定は以下を参照ください。

書き出し設定

ファイル形式 ： H.264（MP4）

フレームレート ： 30

フィールドオーダー ： プログレッシブ

縦横比 ： 正方形ピクセル（1.0）

ビットレート ： 20000 kbps以上

オーディオ

サンプルレート ： 48.000 hZ（48 kHz）

ラウドネス値

目標ラウドネス ： -14.0 LUFS

許容量 ： 2 LU

最大トゥルーピークレベル ： -2 dBTP

ラウドネス値

ファイル形式 ： H.264（MP4）

フレームレート ： 30

フィールドオーダー ： プログレッシブ

縦横比 ： 正方形ピクセル（1.0）

ビットレート ： 20000 kbps以上（納品時）

目標ラウドネス：-14.0 LUFS

許容量：2 LU

最大トゥルーピークレベル：-2 dBTP
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推奨されるBGMの例

4 - 1. BGM

4.その他

BGM

広告・宣伝用途の映像は、ブランドコンセプトに

基づき重厚で上品なクラシック・シネマティック系

のBGMを推奨します。

製品の特徴によって差別化を図りたい場合や、

テクニカル動画などまとまった時間視聴してもら

うことを想定した映像には、ブランドコンセプト

に乖離しない範囲で少し軽やかなサウンドを

選択してください。

軽やかなBGMの例

■ i-PRO Industry's Strongest Corner Camera
https://www.youtube.com/watch?v=j3Lw_JvQHwE&t=24s

■ How to replace dome cover of corner camera
https://www.youtube.com/watch?v=SahvrSFDRMI

■ What's New about i- PRO Active Guard - 2024 Spring
https://www.youtube.com/watch?v=bpUBAJDRTiI&t=128s

■ New i-PRO X-Series: Makes Legacy Cameras Smart and can Learn even Further
https://www.youtube.com/watch?v=fT-FVJ2eVR0&t=22s

■Color Palette Song by Lux-Inspira
https://artlist.io/royalty-free-music/song/color-palette/61105

■Our Journey Song by Lux-Inspira
https://artlist.io/royalty-free-music/album/scene-of-life/2621

■The Prophecy Album By Ziv Moran
https://artlist.io/royalty-free-music/album/the-prophecy/7509
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OK例

4 - 2. 肖像権・プライバシーへの配慮

4.その他

人物

顔が映るなど、個人を判別できる状態の場合は、

必ず事前に撮影許諾を得てください。

特に社外の人物を撮影する際は、事前に承諾書

にサインをもらってから実施してください。

車両

ナンバープレートは個人情報に該当し得るため、

撮影の際は事前に許諾を得てください。

ナンバープレート以外の車体部分については

許諾は不要、ただし車両内など個人情報が

含まれるものが映り込んでいないか十分注意

してください。

その他注意が必要な被写体

美術作品やデザイン性の高さ等から著作権の

対象となる建物などは権利侵害や商用利用禁止

のリスクがあるため避けてください。

一般的な建物についてはその限りではありません。

注意が必要なケース

人物が映っているが顔が見えないため個人が判別できない

車両が映っているがナンバープレートなどの個人情報が
含まれていない

顔が判別できる状態のため事前の許諾が必要

ナンバープレートが判別できる状態のため事前の許諾が必要
※ただし下図のように会社所有のダミープレートであれば問題ありません

撮影に特別な許可が必要な建造物が映っているためNG
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社内確認が必要なケース（一例）

4 - 3. 制作時の社内確認

4.その他

機能紹介など技術的な内容を伴う場合は、

実際の機能と差異がないかなど開発部門に必ず

確認を依頼してください。

必要に応じて右下に注釈を入れるなど、視聴者

に誤解を与えないよう注意してください。

外観が最終仕様になっているか 実際のソフト上での動きと差異がないか
※実際の画面とは異なることを注釈で記載
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